


●巻頭詩 永遠の少年-マジカル湖のボーイ

●目次 一Il

●アクセシビリティ関連機器のご案内 Irli

●今､ 障害者雇用に取り組む企業
.【第4回】 朝日新聞大阪本社 I IJ望

●感挿文 ｢遠くで近くで見つけたモノ｣
スラッシュの7メリカ体験 【後編】 lI由

●観て食べ歩記
～ 宝 塚 ･手塚治虫記念館 ～ 澄崖

●プロップ･ネットの話題から
-′94AutumnVersion- (}16

●ノーマライゼーションをめざして
～ 月刊ジャストモ7イより転載 3BjB

●PROPPRESS ヨB番

●｢ぷろっぶ座｣女流俳人特集 4LID

●風流 京愛の俳句コ-ナ- :ilLIJ

●投稿
体験談 ｢アメリカ旅行直前にケガをして - ･｣ 一4Lr}

●み～んなおともだち 4L4L

●クマさんのコンピュータ作曲入門 番外編
-ウェルカムパック･モニターレポートー

●プロップ･コンピュータセミナー日程表

●お知らせ



レポート vANGUARD!亀山英昭 品川博之

竹EEl大介 '-山EEl賢太郎

■94年7月23･24日の両日､炎夏 しみわたる東

京 ･西新宿で､視覚障害者の情報アクセスという

主意の元､開発 ･研究に関わる国内外の関係者を

はじめ延べ640人が参加 して､国際視覚障害者テ

クノユース .セミナーが二日間にわたって開催さ

れました｡

vANGUARD!として4名ものメンバーが遠路は

るばる参加 したのには､ ｢図野情報へのアクセ

ス｣ というvANGUARD!にはダイムリーすぎる

今回のテーマを見逃すわけにはいかなかったらで

すoその中でも､とくに.qUI(グラフィカル ･

ユーザ ･インターフェイス)環境へのアクセス

は､プロップ ,ステーシヨy__で先ほど行われまし

た ｢トーク/コンピュータがひらく自立支援｣の ､㌣

中やも､視覚障害者当事者は勿論､実際のプログ

_ラム開発に携わる関係者からも大きな反響を得た

ものであります｡

プ ロ グ ラ ム

ー7月23日 (i)I

基調講演

グラフィックスとグラフィカル ･ユーザ ･インターフェイスへのアクセス

ユーゲン･シェープア- (メテック社社長)

ゲ-ハート ウェーバー (シュツツトガル ト大学教授)

蒋別講演

思考における画像の中心性とコンピュータ支援について

uJ由尚勇 (学術情報センター副所長 ･東京大学名誉教授)

情報発表

1.オブタコンの利用 坂本 貢 (筑波大学附属盲学枚高専部3年)

2.形の触誌について 村中義夫 (視覚障害者情報機器アクセスサポート協会会長)

3.コンピュータを用いる触図の利用についてl∴音声一解図プロセ ッサ11ノーマッド｣

田内雅規 (

ステムの開発 藤咲淳一 (建設省

4.

～





講演内容
地図 ･触知図に関する情報機器 とし

て､ ｢ノーマッド｣ と ｢ア トラススピー

クス｣ ｢ス トライダー｣そ して ｢DMD

(ドット･マ トリクス ･ディスプレイ)

120060｣が紹介されていましたO

｢ノーマッド｣はオース トラリアで開

発 された､パソコンに接続 して使 う機器

で､タプレ

上げる

トの一点を指で押すとその

ているメッセージを読み

ものです｡実際には触図を

特集

タブレットの上に乗せて使うもので､あらかじめ

その図についての情報を登琴 しておけば､その図

のガイ ドになるというわけです｡登録されたメッ

セージの検索も可能で､頭文字の何文字かをキー

ボー ドから入力すれば､その位置を音声で教えで

くれるということでした｡これらが美麗にtlhの程

度のものであるかiこついでは､殖念ながら実物が

会場になかったためよく分かりませんが､L 興味深

いものだと思います｡ただ､肝心の触図は別に作

らなけらばならないわけで､そのノウハウのとこ

ろが壁になっている現状では､残念ながら今すぐ

どうこうというものではないのかもしれません｡

ただ､将来的にはVANGUARD!とのリンクもあ

り得るかも? (夢だけはどこまでも広がっていき

ます) 1

｢アトラススピークス｣は地図のソフ トです｡

画面上には小縮尺の地図七三角形の矢印 L(カー-ソ

ル)が表示され､カーソルキーで移動させます.

移動すると､カーソルの向きや現在地､目的地か

らの距離などを音声で知らせます｡位置はヾ産に～

通 りの名前で知･らせるので､小さい通 りに名前が

付いていない日本では使いにくいカさもしれませ

ん.特徴 として､地図に自分で新たな情報 (バ女

侍や建物の名前など)を追加 していくことザでき

るということが挙げられていました｡また､目的

地への行 き方を教える機能も付いているようで

す｡ちなみに､アトラススピークスの地図データ

ア トラススピークス

はETAK社という民間会社が提供 していますが､

国土地理院と同じく､信号などの細かいデータに

ついてはフォローしていないようです｡

アトラススピークスにGPS (汎世界測定システ

ム)..を付けたものが ｢ス トライダー｣で､これに

よって､屋外で自分の現在地が分かるようになっ

ています'｡'ただ､画面に表示される地図を読むこ

とができないという点で問題点は残っています

(地図のプリントアウトはて雨巨です)0

｢DMD120060｣は､7,200個の ドットから形成

されたドット･マ トリクス ･ディスプレイです｡

この紹介をしたエーゲン ･シェ-ファー氏 (メ

テック社社長･)は､触知 グラフィックス ･エ

ディット装置に期待する特性として､コンビュ-

一夕をオンラインで使えること､ユーザが監視 しな

がらシングル ･ドットを変更できること､コン

ビーユータとの対話作業ができること､グラフィッ

クLスと点字を表現できること､投資コスト､解像

度 ＼遅滞Lコス ト､｢反応時間の8つを挙げていま

-す｡そして､その中でもとくに重要な最初の4つ

の特性に関し､立体コピー､オブタコン､特殊イ

ンクを使ったプロッター､点字プリンタ､DMD

の苛つ骨検討 したうえで､すべての特性を満たす

ものはDMDのみであると言っています｡氏はま

た､･DMDがWindowsのアナログ時計の絵を表示

することに成功 したことにも触れ､視覚障害者が

GUIに参加できる可能性を示すものであるとも
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第3回国際視覚障害者テクノユースセミナー

言っています｡いささかうさん臭さも感 じます

が､当然プロモーションの意図を持っているで

しょうから､まあ､やむを得ないことかも知れま

せん｡

さて､情報機器という将来的なものから身近な

ものに目を転 じれば､今まさにVANGUARD!で

も取 り組 もうとしている､触(也)図の作成が問題

になります｡こ卯 こついては､加藤俊和氏の ｢固

形化する情報を十分に精選し､必要最小限の情報

に限定する｣｢少 しはデイフォルメが許される部

分で､かつそれによって適切な大きさめ読み取 り

やすい触図形 となるのなら､そうすべ きであ

る｣､鳥山由子氏の ｢(凸図の)デザインをする

ためには､そ0?図の本質はどこなのかを見抜 く力

と､その図を触覚で読み取る場合の特性について

の理解 と､その両方の力が不可欠です｣｢図の評

価にあたっては､その図がどの場面で使われるの

かを考えなければなりません｣というお話が参考

になるように思いました (考えてみれば当たり前

のようなことなんですが､あれもこれもと考えて

いるうちに､ついつい忘れてしまいがちなんです

よねえ-)0

続いて､GUIへの対応に関するものについてで

す｡

まず､海外では個人としてどのような対応をし

てきているのかということについて､シスコ ･シ

ステムズ社のSEであるグレゴリー ･フアウラ-

氏の発表が参考になるでしょう｡フアウラ-氏は

Ⅹ-Windowsのソフト環境に対する当面の対応策と

して､文書作成ツールなどのフォーマットを､ア

クセス可能なpcのワープロのフォーマットへと

文書のテンプレー トを変換 し､必要な文書作成を

行った後に再びフォーマットを変換し直すという

形を取っていました｡Ⅹ-Windowsインターフェイ

スへの直接アクセスが根本的な解決策であるわけ

ですが､これはまだ不可能なため､次善の策とし

て､氏はOS/2のオペレーティング ･システムを

スクリーン･リーダ-2と組み合わせて使 うこと

にしたそうです｡これならば､今まで使っていた

MS-DOSのアブ1)ケ-ション,～

MS-Windowsのアプリケ-

からです.この方法で最も重要にを蚤

が､MS-Windowsのアプリサ ー､ション5･

を走行させながらワークステーショゝンで乗算 転て

いるX-アブ1)ケ-ションへのアクTt:スが得〔ら1れL,

る､そのようなプラットフォーム を提俵でき薫か

どうかであると語っていました｡海列

GUIへの対応について苦慮 しているこ かが

われます｡ ∴

ゲ-ハー ド･ウェーバー氏 (シュツツ下草ルト

大学教授)の講演もGUIへの対応に関するも?一軍

す｡音声合成と点字ディスプレイの特性について

の考察､スクリーンリーダーに関する考察､J簸 し

い種類のⅠ/0装置 ･｢GUIDE｣の紹介､点字ペー

ス ･音声ベースそれぞれによるインタラクシ_ヨン

の比較､GUIインターフェイスの使用に関する盲

人の トレーニングについてなど､広い範囲にわ

たったものでした｡GUIDEというのは､ルーチ

ングセンサー､点字ディスプレイ､音声出力用ス,

ビーカー､タブレットなどを配置した装置で､小

型のキーボード (音楽に使う方です)くらいの大

きさがある結構大きなものでした｡展示はされて

ユーゲン ･シェ-ファー氏 と品川君
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いたのですが､残念ながらデモは行われていませ

んでした｡GUIの トレーニングとい うのはiます

触知図によって､GUIとエいうものがディスプレイ

上でどのように表示されているのかをイメージし

たうえで実際にトレーニング用のソウトを使う一と

いうものでした｡このあたりの考え方は､加藤氏

の ｢GUIを理解するには､GUIが晴眼者にどのよ

うに見えているのかを知る必要がある｡形につい

てのイメージをもっている晴眼者だって､口頭の

説明だけでは､それがどういうものなのかを理解

することはできないのだから｡｣という話との共

通性があり､面白いと思いました｡ー

ジュリー ･ロビンス女史のアイデアはユニーク

なものでしたO トーキング ･コンピュータという

考え方で､音声のピッチ -(音の高低)､継続時間

(昔の長さ､話す速度など)､強さ (音量p,強調

のアクセシトなど)､質 (例えば､､かすれた声な

ど)､話す言語といった要素によって､画面表示

上の位置や意味 (急を宴するメッセ｣ジかどうか

など)を表そうというものです｡実現性はともか

く､おも:しろい考え方だと思います.

GUIへの対応 という問題は会場の皆さんも関心

をもっている事柄であるらしく､講演者への質問

やディスカッションの中でもこの話題が多く出ま

したO考え方も本それぞれで､DOSを守るべ巷だ

という人から､積極的にGUIのいい面を利用して

いこうという人ま
*

その他の講演内容だっ

きます｡

グラフィックスとグラフイ

ターフェイスへのアクセス

エーゲン･シェープア-

ダーハー ト･ウェーバー

ピンディスプレイの開発ではかなり進んでいる

と聞くドイツからの演者に興味津々､期待 してい

たわりには､いわいる基調講演で正直言ってさし

て我々には目新 しさもなく､期待 していた共同開

発中のシステムl土っいてもほんのさわり程度で終

始コマーシャル ･メッセージに力を入れてという

感 巳で､若干気落ち｡ しかし∴2日日のデイス

カッシヨ～ンにも名商を連ねておられる両名､今日

はネダ振 りtlいうところだったのだろう?

ノ

思考における画像の中心性とコンピュータ支援に

ついて

山田尚勇 (学術情報センター副所長 ･

東京大学名誉教授)

山田尚勇氏の講演が､他の講演とは内容が全く

違ったため息抜きにもなり楽しめ享した｡内容は

右脳と左脳の働きの違いに関するもので､結論は

左右の働きの違いまで考慮 した対策が将来的には

必要とされるということだったのですが､これは

話の締めとして付け加えられたよう.な感 じでし

た｡ただ､説明にスライドを多用 していて､視覚

障害者の方には分･かりにくい内容になってしまっ

ていたのが残念でした｡

国土地理院における視覚障害者用地図の研究につ

いて

数値地図情報を利用した触地図作成システムの開発

藤咲淳一 (建設省国土地理院)

発表によりますと､国土地理院では平成5年度

から3年計画で視覚障害者用地図の作成に関する

研究が行われており､具体的には､数値地図情報

をパソコンで処理して地図を作成 し､立体コピー

で出力するというシステムを開発しているそうで

す｡実際にソフトも試作されており､デモも行わ

れましたが､パソコン画面上に地図を呼び出し､

縮尺や位置を調整して記号や名前を入力すればで

きあがりという､かなり簡単に作成が可能なシス

テムでした｡問題点としては､凡例や説明文につ

いての研究がまだまだ必要であるということと､
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言∵第3回国際視覚障害者テクノユースセミナー

(これが重要なのですが)信号や点字ブロック､

商店名などのデータが既存の数値地図情報にない

と点が挙げられていました｡大ざっばな地域地図

を作るのには通しているでしょうが､残念ながら

vANGUARD!の自指すものとは若干ずれるよう

です｡というか､相互補完的なものになるんで

しょうね｡

図形情報へのアクセス _

半田こずえ~′(元米国オーバーブルック

盲学枚教材製作委員)

視覚障害者の立場から､立体図形の理解の困難

さなどを訴えらしれていましたO∴解図を読む側の視

覚障害者が､墨字の図表や絵などがどんなふうに

措かれているのかを理解するための教育を受ける

ことの必要性を指摘されていました｡

(疑似)3次元情報表示装置について

篠原正美 (生命工学工業技術研究所)

二次元の触知両を昇降させることによって立体

を表現する試みの紹介です｡実用化にはまだまだ

課題が多いようです｡

他の参加者を代表 して 竹 田の感憩

いろいろと面白い話が開けてよかったのです

が､テーマの含む範囲が広すぎて､全体として散

漫な感 じになってしまっていたのが残念でじたこ

とくに､GUIについては､コンピュータという特

殊な世界についての知識がないことには､はなか

ら話についていけないということで､単独テーマ

として扱った方がよかったのではないでしょう

か｡ (まあ､まとめて扱ってくれたからこそ

vANGUARD!の関心が両方とも満たせたという

のは事実なのですが - ･)

また､全体に時間が足 りなかったというのも～残
念なことでした｡とくにディスカッションにもう

少しゆとりがないと､単なる質疑応答に終わiて

しまい､議論が深まらないまま打ち切りになりか

ねないように思います｡ (ただ､あまり長くても

集中力が持続しないような気もしますが .･LI司

ともあれ､あの参加料の安さでこれだけの内容

が聞けるというのは､すぼらしいことだと思いま

す｡

､fl

VANGUARD!(視覚障害部 ･バンガー ド)

プロップのスタッフである全盲の青年連

が中心となって視覚障害部vANGUARD!を

運営 しています｡代表の亀山英軍は､フ

リープログラマー｡VANGUARD!は ｢視覚

障害者のためのアクセスマップ作 り｣のた

めの調査活動を継続的に実施 しています｡

プロップ ･ネットB25がVANGUARD!の

ボードです｡

VANGUARD!ボランティア

2月から始め

実はあんまり胡
て､知ってた?!

｢パソコンデータ

標｡お問い合せはVA

までお気軽にどうぞ｡



各メーカーの最新機器が

出展されているホールへと-･

ホールにはキヤノン､_インターリンクと､ ドイ

ツからメテック社社長のシェ-ファー氏が持って

こられたというDMDとピンディスプレイが常設

されており､直接手にすることがで.き患七た｡と

くに画期的と思われるのが､-キヤノンのブースに

置かれていたパワーブック｡小型(?)のピンディ

スプレイで､ノー トパソコンの下にスッポリ収ま

りバッテリーは7時間使用可能です｡機能もタッ

チカーソル ･ボタンで好きなマスに瞬時に移動で

きるなど､ユーザ (視覚障害者)の要望をよくつ

かんでいるように思いますQただ残念なのが重

量､パソコンと一式持ち運ぶのはかなり辛そう｡

良くなればな?たで次々と賛沢を思いつ くのが

ユーザというものかO今まノでピンディスプレイを

気楽に持ち運べるこな/巳思いつかなかったJことなの

に､私の賛沢を串許 しくださいませ｡,

キヤノンのブースでもうーっ､財布に余裕があ

れば今すぐにでも手に入れたいと密かに狙ってし

まったのが ･･･｡パソコンのキーでもなく､点

字を打つ音でもなく､会場でカチャカチャ聴こえ

ていた音は､このプレイル ･メイ トかららしい?

こちらもコンパクトでメモリも積めるというの

は結構なことです｡カー ドスロットを備えている

ということは､ソフトの開発次第では現状の英語

オンリー仕様が日本語対応にもできるばずです

し､近頃うわさのHP(ヒューレットパ ッカー

ド)のポケコン､HPIOOLXのユーザのようにカ

スタマイズしてしまえば､全 く独自の環境拡張が

可能だろう? (悲 しいかな僕の財布は猛暑の中の

冬眠状態)0 vANGUARD!でプログラム開発 !

手車早 ませんかね､皆さん!?

インタエリシク社が出展 していたオープン ･

ブック､これはいわいるOCRであるが､視覚障

害者ユースとして､音声出力 (要 ･音声装置)で

内容を読み上げることが可能です｡文字認識精度

もかなり高く､英文専攻の学生などには金額的に

もお手軽ではないか ･･･? 英語オンリーで精

度が高いといえば､カーッワイル社のフルOCR

(専用機)が思い浮かびます｡初めて読み上げを

聞いたときには認識度の高さと発音に驚かされま

した｡ただし両者とも漢字 ･かななどの日本語に

は一切対応されていない?

その他海外からの出展として ･･･｡今回のセ

ミナーには､5人の外国人が情報発表者として招

かれていましたが､その中でもドイツのエーゲ

ン ･シェ-ファー氏 と､アメリカのア-ケンス

トーン社社長のジェームス ･フラッターマン氏

が､それぞれに興味ある最新機器を持参してくれ

ました｡

まず､ .シェ-ファー氏が持ってきてくれた物

は､2種類のピンディスプレイです｡視覚障害者

がパソコンの画面を確認する際､北米では音声装

置が､ヨーロ.ツパではビンディスプレイが､主に

用いられるそうです｡それ故､ヨーロッパには高

性能のピンディスプレイがいくつもあると聞いて

いました｡シェープア-氏が見せてくれたうちの

一つ､ ｢DMD｣は､今後その代表の一つになる

でしょう｡すでに説明しましたが､図やグラフ､

そして描画を点と線で表示させることができま

す｡音声装置はもちろんですが､これまでのピン

ディスプレイも画面上の文字だけにしかその威力

を発揮 していなかったのですから､DMDはこれ

から視覚障害を持つパソコン･ユーザを新たな環

境に導いてくれることと期待できますo ｢一枚の

絵は千の言葉よりも雄弁である｣､これがシェ-

ファー氏の口癖でしたQ

読書機で有名なア-ケンス トーン社からは､与

れもすでに説明した ｢ア トラススピークス｣ と

｢ストライダー｣が紹介されてました｡会場でデ

モを見せてくれたのは､アトラスス日工クスの方

でしたoEtAK社のデータを用い､新宿エリアを

案内してくれました｡実際に仮想の歩行者が歩き

β
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キヤノン (樵)福祉貢献重婚野室長と亀山

出すと､交差点までの距離が ｢35フィー ト｣ と

か､面 している方向が ｢サウス ･ウェス ト｣ と

か､英語の音声が出力きれます｡データは音声以

外にも画面を拡大させたり､点字プ1)ンタ-で触

地図としても出力できるそうです｡また､ユーザ

が自由にデータを登録することができ､個人の

ニーズに合わせたシステムが作れそうです｡

残念ながら､ス トライダーは実際に見ることが

できませんでした｡話では､まさにカー ･ナビ

ゲーションの歩行者版だそうです｡自分の魂在位

置を衛星で確認し､目的地までの案

内をしてくれるそうです｡しかし､

残念ながらその位置情報には誤差が

生じます｡現在､一般的なシステム

では最大半径300フィー トの誤差が

出てくるそうですが､ストライダー

では近い将来､その誤差が20フィー

ト以内に縮まるように改善していく

そうです｡

これまでの視覚障害者が利用でき

る地図は､大まかな情報しか盛 り込

めない触地図しかなく､また､その

触地図でさえ､点字の苦手な人には

十分に使えるものではありませんで

した｡会場に展示されたアトラスス

ピークスの周 りには大勢の人が轟がっていまし

た.それだけ､新 しいタイプの地画情報システム

に多くの人が期待 しているのでし-よう.オース ト

ラリアではノーマッドという彰ステムも開発され

ました｡今後､それ以外軽も新をな発想のシステ

ムが出現するかもしれませんし‥また､現存する

システムがDMDなどとの組み合わせで､さらに

その環境が整備されるかもしれません｡思いが馳

せるツールたちでありました｡

日本からも最新機器の紹介がありました｡生命

工学工業技術研究所の篠原正美さんからは､3次

元情報表示装置の説明がされました｡異際に機器

を見ることはできなかったので､自分なりの想像

も交えて書くと､点字ディスプレイの'ピンの高.さ

を変化させることによって立体的な図形を表そう

というもののようです｡先に,n介 したDMDの

ディスプレイで高さをも表現できるよう略したも

のではないかと思います..しかし､かなりの高額

な機器になりそうなので､どこまで普及車るかは

疑問です｡

外国製の視覚障害者向けの最新機器を見る七､

いつも思うことですが､世界の中で先進国t呼ば

れている日本では何を開発 しているのだ宥うかて

国が支援 して作られる日本の

インター ･リンク社 OPEN･8


